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 グローバル化システムは土着に培われた文化や故人のアイデンティティを浸食していく。と  
	 	 	 同時に、固有のアイデンティティを創造し活性化させる。組織権力に対する制御力を獲得す  
	 	 	 るための方法として、特有なアイデンティティの創造と再活性化を強化することもある。  
















	 	 	 茶道には、歩き方、お辞儀の仕方からはじまって、菓子やお茶のいただき方、袱紗さばき、  
	 	 さらにはお茶の点て方まで、すべて「型」がある。それを身につけるにはもう体で覚えるしか  
 8  
	 	 なく、そのための稽古をするうちに、日本人が古くから大切にしてきた礼節とか礼儀、あるい  
	 	 は挙措、動作、振る舞い方を学んでいくことになる。言葉で“お茶の心”を伝えるのはむずか  
	 	 しいが、「型」として残されていれば、師から弟子へ、さらにその弟子へと、お茶の文化は世  々 
	 	 に伝えられていく。同時に、茶碗をはじめとする茶道具や茶室にかける掛け軸などの美術品ば  
	 	 かりか、日本古来の洗練された美意識やもてなしの心も伝承されていく。そこに「型」の文化  






	 	 	 印象性とは、日本人の自然観照の態度、自然を愛する感じ方、についていう。装飾性とは、  
	 	 その印象されたる自然の形相が、美術に表現される場合の表現形式上の特色である。しかしな  
	 	 がら、日本美術はかくのごとき顕著なる装飾的表現形式をとりながら、その表現は単なる装飾  
	 	 に止まらずして、なんらかの精神内容を醸成し象徴し出そうとする。それは広義において表現  
	 	 主義と称してもよいが、便宜上象徴性と呼ぶ。しかしその表されるところの精神内容は感傷的  
















 9  
じている。  
	 	 	 日本人の美意識の特質とは、第一に情緒的、心情的であるという「心情の美学」があること。  
	 	 第二に「小さなもの」「縮小されたもの」に対する強い愛着があり、「愛らしいもの」「清浄なも  
	 	 の」にいっそう強く「美」を感じていた。「清浄なもの」、つまり余計なもの、うとましいもの  
	 	 がないという消極的な状態である「否定の美学」があるということ。これは「わび」「さび」の  
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 平安時代の貴族の華やかな唯美主義的な王朝文化からはじまり、鎌倉時代を経た安土桃山時  
	 	 代には、日本独自の紋様美を持つ装飾文化が花開いた。金銀や鮮やかな色で彩られた絵画、調  












	 	 飾された衣裳がもてはやされ、その衣裳には自然の風景や草花、吉祥の紋様で贅が尽くされた。  
	 	 こうした耽美的な人々の価値観は、その後写経や和歌の色紙や短冊にも発揮され、金銀やきら  
	 	 きら輝く雲母が散りばめられた継紙にまで及んだことからも、その徹底ぶりがうかがえる。さ  
	 	 らに江戸時代に入ると、貴族や武家ばかりでなく、町衆まで絢爛豪華さを競い合うように「飾  
	 	 り文化」を謳歌した。江戸時代はかつての貴族や武士にかわり、財をなした商人や町人が「飾  
	 	 りの美学」の大衆化を果たし、江戸の装飾文化を牽引する役割を担うようになった。上方の京  
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 日本は中国大陸と朝鮮半島から大きな文化的影響を受けてきたが、それを独自の方法をもっ  
	 	 て加工し、きわめて独自の文化を創りあげてきた。その方法は簡単にいうと、込める、折り畳  
	 	 む、削ぎ取る、詰める、構える、凝らせるの6通りである。込めるとは、日本語の所有格助詞  
	 	 「の」に現れているように、入れ子構造を積み上げていく過程である。折り畳むとは、扇子の  
	 	 考案に代表される空間の縮小である。削り取るとは、漢字の不要な部首を取り去って仮名を作  
	 	 った作業である。詰めるとは、食膳を移動可能な縮小タイプにして、折詰弁当を考案したこと。  
	 	 構えるとは、能における動作の簡略化が逆に演劇的強度をもたらすこと。凝らせるは家紋や半  
	 	 纏の屋号、名刺を考えてみるとよい。そして、第二次大戦後の日本がトランジスタラジオを皮  
	 	 切りに電卓、ウォークマンといった極小家電製品をもって世界を席巻した背景には、こうした  

















	 	 	 「写実性の原理」に基づく西欧絵画であれば当然描かれるはずの池の水面や、岸や、空など  
	 	 は一切無視され、花以外は金地の背景一色で覆われている。つまり、重要なモティーフ以外の  
	 	 すべてのものを思い切って捨てることによって、光琳はきわめて単純でありながら驚くべき豊  
	 	 麗さを持った画面を創り出している。これは、長谷川等伯の『松林図屏風』の余白の使い方も  
	 	 同様である。余計なものを切り捨てていっそう味わい深い表現を生み出すという点において、  
	 	 金碧障壁画における金地の場合と同じような造形的役割を果たしている。日本人の美意識が華  
	 	 やかな装飾性を好みながらも、あらゆる部分を隙間なしに飾り立てるのではなく、時に思い切  
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 家紋も方形の美の代表であり、単純な造形性と象徴性を際立たせる数理的な処理によって、  










	 	 区切られた平城京や平安京の街まで、方形のかたちが日本に多く、伝統的に整数比による等量  

































	 	 	 仏教伝来以来、中国大陸や朝鮮半島から渡来した伽藍配置は、塔や金堂が門に対して左右対  







	 	 右非対称になる配置は確認されておらず、海外から渡来した新様式とみなすことは困難とされ  
	 	 ている。これはむしろ、日本独自の美意識から、大陸や半島の相称性を強調した厳格さを破っ  
	 	 た新しい感性の発露であるとみるほうが自然である。  
	 松岡(2006)は、平安時代の書にも対称性をくずしたものが見られることを挙げ、次のように論じ
ている。  







	 	 が、それらは美しく堪能な書であるとともに、「散らし書き」や「分かち書き」といった、左右	   
	 	 のバランスをくずしてその微妙な按配を意識しながら書いていくという書きかたが発達してい  
	 	 ったことがわかる。これは奈良時代の意匠表現の多くが左右対称性を重んじたのに対して、あ  
	 	 えて対称をくずし、これでもなお新たなバランスをつくり出そうとした意図のあらわれでもあ  









	 神原(2001)  は、茶の湯の美術を例に挙げ、次のように主張している。  











	 	 右非対称であるだけではなく、人工的にゆがみをつくり、まさにぐにゃりと歪んだ茶碗が出現  
	 	 した（例：  黒織部水茶碗(∗!")）。色彩もけっして一様ではなくて多彩、そのころ流行した辻が  
	 	 花染めの片身替わりに似て、片方だけが緑釉がかったりしている。ふつうはこれは出来損ない  
	 	 というわけだが、ここでは逆に出来損ないが面白く、そこに美を見出すというところに至った。  
	 辻(2005)は、このような織部好みの茶陶を、中世の侘び茶の精神性を近世人の「かぶく」心が変
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 水尾(1987)は、「書」は漢字文化圏独自の造型芸術であるとし、仮名書きは日本独自の「書」の芸
術であると主張し、次のように説明している。  
	 	 	 平仮名は女性の書く文字として生み出されたとされているが、平仮名の流暢な曲線の美には、  
	 	 女流文学が栄え、女性的な優美繊細な美を理想にした王朝貴族文化の性格がよく反映されてい  




	 	 の桂本や金澤本をはじめとする『万葉集』、紀貫之などの『古今和歌集』といった、平安、鎌倉  
	 	 時代の書の名手たちの数々の作品によって今に遺されている。  
	 田中英道(2013)、「形」の美しさにこだわる日本人の形象感覚は縄文土器にはじまり、全国各地に












































	 	 	 優れた美意識を伴った見立てのこころは、日本のさまざまな文化における原点であり、対象  
	 	 を別の何かに喩えて表現することで、対象の本質が浮き彫りにされ、さらに既存の価値を超え  
	 	 た新たな価値が見出されてきた。全く別の事象を的確につなげることは、モノの本質をつかむ  
	 	 絶好のトレーニングになる。本質を捉えた見立てができるようになると、ブレない仮説が立て  
	 	 られるようになり、コミュニケーション能力の向上につながる。視点を変えて再解釈すること  












	 	 	 日本は明快な四季をもつ国である。鮮やかにその姿が変化する日本の美は、「花鳥風月」ある  
	 	 いは「雪月花」といって、早くから文学における「記号」に置きかえられてきた。和歌や俳句  
	 	 に季語が用いられるのも、自然美の記号化といってよい。日本の自然は美しいだけでなく、極  
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 めて神秘的でもある。やがて日本人はその優しさ、美しさゆえに自然に「神」を見いだし、信  
	 	 仰の対象として見るようになった。こうした日本人の根本的な美意識を「優美」と呼ぶ。優美  
	 	 は、日本人の美意識の基層をなすものといえる。仏教がもたらされる以前は、神道と一体とな  
	 	 った優美が日本人の美意識を占めていたといってよい。平仮名の発生や国歌に「君が代」が採  


































	 	 	 日本の侘び茶はもともと雑器を茶碗に見立てて用いた歴史があり、最初から傷のある茶碗も  
	 	 多かったと考えられる。しかしその傷さえも景色として賞玩する美意識が日本にはあった。茶  
	 	 碗は茶を入れるためだけの単なる器ではなく、そのもの自体が観賞の対象になるにつれ、継い  
	 	 で補ってでもなお大切に使い続けたいと考えたのではないか。欧米ではキズモノの器を客前に  
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 出すことなど、ありえないことである。金継ぎをほどこす心理は、日本独特のものである。さ  

























	 	 	 日本人の美意識の基層をかたちづくるのは「優美」の美意識であり、その優美に対して時間  
	 	 軸を持ち込み、その有限性をはかなく思う価値観が「幽玄」である。幽玄美は「余情」や「余  
	 	 白」といった方法で表現された。「余情」や「余白」は、未だ完成されていないもの、不完全な  
	 	 ものである。幽玄美はいいかえると「未完の美」ということができる。  
	 	 	 「侘び」は千利休が茶道によって大成した美意識である。茶の湯の「侘びの美」を岡倉天心  
	 	 は『茶の本』において「不完全の美」と解釈している。このように見ると、「侘び」というのは、  
	 	 挫折や絶望といった不完全性を美として積極的に評価しようといった概念であるということが  
	 	 できる。そして、その意図は未完の美である幽玄美と、本質的には何ら異なるものではないと  
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 いってよい。  
	 	 	 利休の「侘び」と類似した「さび」という美意識を志向した松尾芭蕉は、「さび」の美意識の  
	 	 大成者である。芭蕉は『冬の日』の中で自らを「侘びつくしたるわび人」と呼んだ。「侘び」が  
	 	 淋しく思うという意味の「わぶ」から出発したように、芭蕉の「さび」も「寂しい」を語源と  
	 	 しており、両者はほぼ同様の美意識といってよい。  
	 	 	 「かわいい」の語源である「かはゆし」は、「いたわしい」「気の毒だ」という意味であるこ  
	 	 とから、ここで、正視しにくいが、ほうっておけないといったニュアンスに転じたことがわか  
	 	 る。つまり、現代で用いる「かわいそう」と同様の意味を持つに至り、さらに、今日の「愛ら  
	 	 しい」の意に転じたものとみられる。「かはゆし」は、現代で使われる「かわいそう」と同様、  
	 	 同情する気持ちを含んだ美意識であるということができる。  
	 	 	 「幽玄」にしても「さび」「さび」にしても、滅びるさま、侘びるさま、寂れるさま、すべて  
	 	 ネガティブな状態をあえてポジティブに捉え直した美意識であった。  
	 	 	 「かわいい」も、「かわいそう」というネガティブな状況から出発し、それを克服してポジテ  
	 	 ィブに捉え直した美である。「幽玄」にしろ「わび」にしろ「さび」にしろ、完璧ではない、完  
	 	 成されていないものに美を見出してきた。いわば「未完の美」という側面があった。「かわいい」  
	 	 と評されるのは、未熟なために助けを必要とするか弱いもの、小さくていまにも壊れてしまい  
	 	 そうなもの、純粋無垢ですぐに汚れてしまいそうなものを「守ってあげたい」と感じる愛着を  















































































	 	 	 四季のある美しい日本では葉の色に限ってみても、四季それぞれの若葉の色から緑、秋色と  
	 	 移ろっていく。ここに季節の色やかたちの移ろいに対する細やかな想いと情緒が生まれ、漂い、  
	 	 たゆたう心の美意識、移ろいの美学が誕生する。以来、日本では四季の色と時節を象徴するか  
	 	 たちが、美を象徴する表象としての人々の心を癒し、祭祀、行事から日常生活を取り巻く衣食  
	 	 住のすべてに自然界のすべての森羅万象が投影されている。自然の美しさを模倣、引き写すこ  
	 	 とによって私たちの先祖は美しさを実感し、創造の糧としてきた。したがって人々がつくり出  
	 	 す装飾や美術・工芸の表現は、自ずと自然のかたちに収斂されていった。現代のキモノにもそ  
	 	 の面影が残っているが、その刺繍や染めの柄は、季節や自然の色かたちと、小槌、宝船、鶴、  
	 	 亀、蝶、百足、海老、鯛から松竹梅などの吉祥や祝いに由来する紋様である。着物に表れる自  
	 	 然からの紋様に、日本人の編み出した車紋、雲立涌、菊立涌や花筏、麻の葉、万字、紗  
	 	 綾形紋様、熨斗目紋様などの洗練された幾何学的な紋様が絶妙に組み合わされると、まさしく  




	 	 	 日本の自然は、きわめて快適で、四季の巡りのリズムを持ち、すべてが美しい調和をもって  
	 	 営まれている。本質的にそれは人間の感覚に快いものであって、他の国に比べてみるまでもな  
	 	 く、この快適さは日本の自然の顕著な特質をなしている。当然、そのなかで育まれた日本人の  
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 造型感覚は、快さに対してきわめて敏感となり、快さを求める性向が強くなっているはずだ。	 	   
	 	 しかるに、装飾性は、快さを与えることを目的として美化を行うものであるから、この日本人  
	 	 の造型感覚にそのまま一致する性質となり得たのである。つねに、自然は原型として、規範と  
	 	 して、日本人の造型の質を導き、決定してきたのである（水尾、1971）。  
	 また、水尾(1963、1967)は、大和絵と日本の自然美との関係を挙げ、次のように論じている。  
	 	 	 大和絵の美は、日本における美の古典である。穏やかな美しい日本の自然風土や、四季絶え  
	 	 ることのない繚乱たる花々が、その大和絵を美しく飾っている。大和絵が日本の絵の古典であ  
	 	 り、以後の絵画の歴史を通じて連綿とその精神と技法が流れてゆくように、大和絵の美もまた  
	 	 私たち日本人の美意識のもっとも素朴な原型である。日本独自の様式である大和絵は、線より  
	 	 も色彩を優先させる感覚的特色があった。その彩色法は、透明な絵具を重ねずに平らに塗り、  
	 	 陰翳や変化を施さぬ方法は、あらゆる日本の色彩に共通する特徴であり、日本の色彩を代表す  
	 	 るものである（水尾、1963）。  
	 	 	 このような日本人の色彩感覚は、自然を愛し、知らず知らずのうちに、自然の配色を学び、  











	 	 	 日本の「芸道」においては、あらゆるジャンルにおいて厳格な「型」がもうけられており、  
	 	 その「道」を志すものは、その「型」を徹底的に体得していかなければならない。「型」には、  
	 	 演技、武道の技、茶の点前などの身体による所作の「型」もあれば、絵画、詩歌、庭園、生花  
	 	 などの芸術作品の作り方に関する「型」もある。さらには、春は花、秋は月といった、自然を  
	 	 鑑賞する際の花鳥風月の捉え方に関する「型」などもあるただし、注意しなければならないの  
	 	 は、そうした「型」をいったん習得してからは、それをそのまま墨守すればよいというもので  
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 はない。先人の「型」を基に、後人はそこに常に工夫を加えなければならないのである。そし  




	 	 この場合、「守」とは伝統的な「型」を学ぶこと、「破」とはそうした「型」を破ること、そし  
	 	 て「離」とは古い「型」から離れ、新たな「型」を創造することを意味している。このように、  
	 	 日本の「芸道」においては、「型」の習得と新たな創造とは背反することではなく、むしろ「型」  








	 	 	 西洋の場合、一度大きな盛りあがりがあると、あとはだんだん衰退していく。例えば、イタ  

















	 	 画家・彫刻家がまさに綺羅星のごとくあらわれて傑作群をつくりだした。ところが、その後が  









	 	 盛期を迎える。室町時代には仏像はなくなるが、山水画や障壁画を中心に名作が見られる。そ  
	 	 して、江戸時代に入ると、さらにもう一度盛り上がりを見せ、浮世絵に代表されるすばらしい  
	 	 芸術を生み出した。このように、世界的なレベルの美術が三度も勃興し隆盛を迎えるという例  
	 	 は、世界中を見渡してもどこの国にもない。日本はつねに何かひとつの「型」をつくると、そ  
	 	 の型をとにかく守りながら、新たな活力を注ぎ込む。あるいは新しい形式でそれを受け継いで  
	 	 いく。だから、何度も復活することができる。そういうふうにして、つねに新しい芸術精神を  
	 	 生み出してきたのが日本であるといえる。  
  






















	 	 	 日本では、時間と空間の分化を探し求めるよりは、時間と空間の未分化な「間」、あるいは時  
	 	 間も空間も意味する「間」を探すのがたやすい。「間」は「気」と同様、定義しにくい言葉であ  
	 	 りながら、しかも古くから現代に至るまで、広く一般に用いられて注目される。特に、伝統的  
	 	 美術・工芸・芸能、武道や茶道といった諸生活芸道を通じて、広くその美的表現の基本原理と  
	 	 して存在する。まず絵画を例にすれば、時間の経過とともに変化する空間状態を連続的に描出  
	 	 する絵詞・絵巻物があり、この傾向は古代に始まっている。さらに絵巻物が室内空間を描出す  
	 	 る手法として吹抜屋台があり、この屋根を取り除いて建築空間を描く姿は、そのまま日本人の  
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 の言葉を想い起こさせる。西洋の空間描写法が日本に伝わるまで、絵画の構図を支配したのは  
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美意識  
  グループ 1 【装飾】   キーワード：装飾、かざり、豪華絢爛、足し算、紋様  
     グループ 2 【簡素】   キーワード：省略、切り捨て、引き算、縮める  
     グループ 3 【整形】   キーワード：形式、方形、左右対称、整数比分割  
     グループ 4 【不整形】   キーワード：左右非対称、くずし、余白、逆遠近法  
     グループ 5 【造形】   キーワード：造形力、立体的、力強さ、曲線美、反り  
     グループ 6 【見立て】   キーワード：見立てる、抽象化  
     グループ 7 【優美】   キーワード：優美、雅  
     グループ 8 【未完の美】   キーワード：あはれ、幽玄、わび（侘び）、さび（寂び）、かわいい、未完成、不完全  
     グループ 9 【かぶく】   キーワード：かぶく（傾く）、ばさら（婆娑羅）  
     グループ 10 【いき】   キーワード：いき（粋）  
     グループ 11 【自然】   キーワード：自然  
     グループ 12 【型】   キーワード：型、様式、作法、流派、道、風  
























  心情美 美意識：【優美】、【未完の美】、【かぶく】、【いき】 
































	 	 ・分析対象の選定（サンプリング）  
	 	 ・分析単位の設定  
	 	 ・時系列の時間区分の設定  
	 	 ・記録作業（コーディング）  
	 2．データ変換  
	 3．分析結果  



































構成しているキーワードが文脈内に確認された場合、そのキーワードが属する美意識を   ”1”  とコー
 32  
ディングし、時代ごとに区分けする。ただし、1 つの節に同美意識内に属するキーワードが同じ事
柄について、もしくは同じ時代について複数回使用されていた場合、その節においては、それらキ
ーワードが属する美意識について１回しか言及されていないとみなし、その場合も   ”1”  とコーディ
ングする。例えば、１つの節のなかで、安土桃山時代の障壁画について記述されていて、その説明
に「豪華絢爛」と「かざり」の２つのキーワードが使用されていたとする。この場合、これらは共






時代のそれぞれの時代に   ”1”  とコーディングを行う。  
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    総数   割合  
基幹美  
自然   73   9.5%  
型   22   2.9%  
間   10   1.3%  
表現美  
装飾   164   21.4%  
簡素   36   4.7%  
整形   27   3.5%  
不整形   82   10.7%  
造形   83   10.8%  
見立て   40   5.2%  
心情美  
優美   43   5.6%  
未完の美   146   19.1%  
かぶく   12   1.6%  
いき   27   3.5%  
合計   765   100%  
表4−2−1	 美意識の割合	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【型】  
































































































































































































































































































	 「不整形」のカウントの総計数は 82であり、そのうち時系列グラフに使用したのは 63カウント
分である。「不整形」の美意識が多く抽出された時期は、室町時代後期、安土桃山時代、江戸時代前
期であった。分析で得られた代表的な「不整形」の例を以下に示す。  



































































































































































































































































	 	 	 まず、仏教文化が入ってきてしばらくはこれに染まる。ところがその反動として日本の土着  
	 	 の文化、藤原時代の和風文化が生まれる。同じくキリスト教文化が入ってきて、江戸時代に平  
	 	 安時代と同じような状況が再現してくる。江戸も藤原も、期間としては長く300年続く。その  
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5.1.2．明治時代以降の日本の美意識の低下	 	 
	  
	 次に 2 つ目の事象について考える。明治時代といえば、3 番目のインパクトである洋風文化が本
格的に日本に流入してきた19世紀にあたる。神原(2001)は次のように論じている。  
	 	 	 明治が始まると同時に、これまでの価値観の逆転があった。つまり、西洋のものはすべてい  
	 	 	 いのだという考え方である。すべてが西洋化していくなか、西洋は良くて日本はまったくだ  
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 基幹美と表現美の交差相関分析  
  







































	 	 	 均質化への傾向としばしば結びついているグローバルな力は、さまざまに異なる地域におい  
	 	 てローカルなものと真っ向から衝突する。どちらか一方が他方を圧倒するというよりもむしろ、  
	 	 グローバルなものとローカルなものが互いに浸透しあい、それぞれの場所で独自な成果を生み  













































































物館（The   British   Museum）にて大規模な春画展
(!")
が開催され、”Discover   Japanese   prints,  



























































































































































(63) フラ・アンジェリコ：フラ・アンジェリコまたはベアート・アンジェリコ（伊:  Fra'ʹ  Angelico  /  Beato  Angelico、







(69) 松岡正剛（2011）『連塾  方法日本Ⅲ  フラジャイルな闘い   –  日本の行方』  春秋社   p38ほか  
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(70) ジャポニズム（仏:  Japonisme）：19世紀中頃の万国博覧会（国際博覧会）へ出品などをきっかけに、ヨー
ロッパで見られた日本趣味のこと。  
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然 3 1 3 2 1 0 6 2 1 0 5 2 3 5 2 2 0 0 1 34 73 
型 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 3 0 2 0 0 0 0 0 12 22 





飾 9 2 4 7 7 4 13 8 6 5 6 27 19 18 11 5 2 2 0 9 164 
簡
素 0 3 0 0 0 0 0 2 2 1 6 8 2 2 1 0 0 2 0 7 36 
整
形 1 3 1 1 2 2 3 2 1 1 2 1 2 2 1 0 0 0 0 2 27 
不
整
形 3 1 1 4 1 0 2 5 2 3 10 11 11 6 3 0 0 0 0 19 82 
造
形 7 4 5 8 9 3 5 3 5 2 5 8 6 5 2 0 1 0 0 5 83 
見
立









美 0 0 0 0 0 0 16 7 15 17 12 21 11 5 4 1 0 1 3 33 146 
か
ぶ
く 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 6 1 3 0 0 0 0 0 1 12 
い
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伊万里・柿右衛門様式	 http://www.moaart.or.jp/collection/japanese-­‐‑ceramics179/  
黒塗二葉葵唐草葵牡丹紋散蒔絵女乗物	 http://www.nikkeibp.co.jp/style/secondstage/tanoshimu/shuumatsu_090114.html  
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長次郎	 銘『大黒』黒楽茶	 http://blog.goo.ne.jp/hps_tokyo/e/ea0e8569b27de0a3b6b31a04bc821181  




東海道五十三次之内  蒲原	 http://plaza.rakuten.co.jp/taizousan/14001/  
落葉（菱田春草）	 http://mdkw4094.cpinet.jp/syunsou.htm  
ポケットモンスタ 	ー http://www.minp-­‐‑matome.jp/pub/F80123C3-­‐‑02C9-­‐‑4B48-­‐‑8B39-­‐‑CB1B6A205F09  
シルバニア・ファミリ 	ー http://sylvanian-­‐‑families.jp/  
日産Pivo	 http://ja.wikipedia.org/wiki/開国博Y150  
桃形大水牛脇立兜	 http://museum.city.fukuoka.jp/jh/jh_fr2_2011.html  
鳥獣模様綴織陣羽織	 http://www.tatsumura.co.jp/shop/museum/no_17.html  
黄黒羅紗地富士御神火模様陣羽織	 http://www.city.nagahama.shiga.jp/section/rekihaku/news/info177/index%20s.html  
  
  
 
